
小：全学年、週１回のスキルタイム
で統一したドリルを活用し指導す
る。（テスト等も統一する。）

中：授業者は、単元の中に帯活動と
してのドリル学習を位置づける。

小：毎日宿題チェックをする。

中：学期に２回以上、授業参観や学
校のHP等で、学校での子どもの様
子や学習の成果を確認し、それを生
かして子どもと会話をする。

小：週に１回放課後ＴＲＹで支援を
する。

中：学校運営協議会委員は、学期に
１回以上授業を参観し、成果と課題
について学校と共有する。

小：「人間関係づくりプログラム」
を週に１回実施する。

中：学級担任等は、短学活で、毎
日、生徒が前日の家庭学習を振り返
り、改善点を踏まえて計画を立てる
時間を確保する。

小：褒めて認める取組をする。

中：家庭は、睡眠時間確保のために、ゲー
ム・SNS・メディア等との適切な向き合い
方について子どもに指導し、取組を進め、
学期に１回の懇親会で情報交換をする。

小：登下校時の児童にあいさつと温
かい言葉掛けを行う。

中：生徒や集団の成長や課題に目を
向けたコメントを学期に１回は発信
する。
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【小学校】
「友だちと仲よくすること
ができた」と回答する児童
の割合を８０％以上にす
る。

【中学校】
○「学校が楽しい」と回答
する生徒の割合９０％以上
○自分や友だちのよさや成
長を感じることができる生
徒の割合８５％以上
○学級や生徒会活動等で協
力して課題を解決しようと
することは価値のあること
だと実感した生徒の割合９
０％以上
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【小学校】
○算数の単元末テストで平
均正答率を8０%以上にす
る。

【中学校】
○低学力層（30点未満）の
割合、１５％以下
【単元テスト、定期テス
ト】
○生徒の論理的な思考力や
表現力を問う問題の正答率
７0％以上
【単元テスト、定期テス
ト】
○授業の内容に興味関心を
もつ生徒の割合９０％以上

学
校

スキル学習の推進

家庭学習の推進

学習サポーターとし
ての協力・体験活動
への支援と協力

望ましい集団の形
成

家庭教育力up５ヶ
条の徹底

あいさつと言葉か
けの推進
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